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１ まえがき  
溶液を基板上に滴下させると、蒸発によっ

て、溶質のパターンが形成されることが知ら

れている。この現象は基板の修飾などの工学

的応用に向け、様々な研究が行われている

[1][2]。本研究は文献[3]の数理モデルを用い

１次元の数値計算を行うことで、パターンの

多様性を明らかにすることを目的としてい

る。 

 

２ 実験方法および測定方法 
数値計算で用いるモデルは、液滴の形を表

すh(rrrr,t)と溶質の濃度s(rrrr,t)、析出物質の濃度

q(rrrr,t)の３変数で表される。rrrrは基板上での位

置、tは時刻を表す。rrrrでの溶液の厚みhの式

は以下のとおりである。 

 

(1) 

 (2) 

 

 (3) 

feは液滴の蒸発を表す。又、χは溶液がある

ところ(h>0)では１、ないところ(h=0)では０

となる関数とする。数値計算では以下の式を

用いる。 

 (4) 

 

   
 溶質の濃度sと析出物質の濃度qの式は以下

のとおりである。 

(5) 

 (6) 
G(h,s,q)は析出を表し、 

(7) 
とする。 
 

３ 実験結果および検討 
蒸発がない場合について、式(1)を空間１次

元で50000ステップ数値計算したものを図１

に示す。図１の横軸はx、縦軸はhである。用

いたパラメータは以下の通りとした。 
γ=2.0 δ=0.01 Γ=0.2 
e=0.0025 p0=1.0 pv=0.0 
A=0.0 dt=0.0005 dx=0.01 

 
図１ 蒸発なし 
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図２は蒸発をさせた場合のシミュレーショ

ン結果である。計算を進めていくと液滴が蒸

発し基板上のhの値が小さくなり、蒸発過程が

表現出来ていることがわかる。 

 
図２ 蒸発あり 

 
 
 

  ４ おわりに 
図１、図２から式(1)で基板上の溶液の蒸発

を数値計算できることがわかる。学術講演会

では溶質の析出を表す式(5)と式(6)も取り入

れた計算結果を報告する。 
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